
２０１２

４Ｎｏ．１７１ １
（平成２４年）

　3月 9日、串原中学校の卒業式の後、体育館で中山太鼓免許状授与式を開催。卒業生 6人は、中山太

鼓保存会会長から免許状を受け取りました。式では6曲を演奏。力強く迫力ある太鼓が響き渡りました。

卒業生の大島脩斗君は、「太鼓を通して多くのことを学び成長できました。」などとお礼を述べました。

主な内容

施政方針と当初予算

ふれあいエコプラザ開業

お知らせ
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２
月

２７
日
に
開
か
れ
た
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は
本

年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進
め
て

い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　

耐
震
性
に
乏
し
い
庁
舎
の
整
備
と
し
て

は
、
第
２
庁
舎
の
整
備
事
業
や
上
矢
作
振

興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
、
中
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
な
ど
を
行
い

ま
す
。
災
害
時
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
小

中
学
校
の
受
水
槽
を
緊
急
時
に
使
え
る
よ

う
に
弁
を
設
け
た
り
、
防
災
備
蓄
品
や
資

材
を
購
入
し
た
り
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
は
、

約
３
億
５
０
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
万
が
一
、
支
援
が
必
要
な

場
合
に
備
え
て
は
、
複
数
の
都
市
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
な
ど
市
民
の

安
心
、
安
全
に
向
け
た
対
策
を
多
方
面
か

ら
講
じ
ま
す
。

国
体
を
機
会
に
当
市
の
魅
力
を
発
信

　

県
で
の
開
催
が
４７
年
ぶ
り
と
な
る
第
６７

回
国
民
体
育
大
会
が
、
本
市
で
の
ス
ピ
ー

の
増
額
な
ど
に
よ
り
一
般
財
源
を
前
年
度

並
み
に
確
保
し
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
な
ど
備
え
を
万
全
に

　

こ
と
し
は
、
当
市
で
予
想
さ
れ
る
諸
災

害
に
対
し
て
備
え
を
万
全
な
も
の
と
す
る

た
め
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
諸
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
と
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
、
特

に
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
が
発
表
し

た
東
海
地
震
で
の
、
３０
年
以
内
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
発
生
確
率
が
８８
㌫

と
前
年
に
比
べ
て
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
財
源
を
前
年
度
並
み
に
確
保

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
不
安
、
長
引
く

デ
フ
レ
と
雇
用
情
勢
の
停
滞
や
ギ
リ
シ
ャ

の
財
政
問
題
か
ら
広
が
っ
た
欧
州
債
務
危

機
問
題
な
ど
、
国
内
外
の
経
済
環
境
は
、

先
行
き
の
不
透
明
感
を
い
っ
そ
う
強
め
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
景
気
低
迷
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
こ
と
し
の
一
般
会
計
予
算
に
お
い

て
は
、
個
人
市
民
税
が
前
年
比
０
・
３
㌫
、

評
価
基
準
の
見
直
し
な
ど
で
、
固
定
資
産

税
が
４
・
８
㌫
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

厳
し
い
市
税
状
況
で
す
が
、
普
通
交
付
税

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
開
催
を
皮
切
り
に
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体

の
最
初
の
開
催
種
目
で
、
全
国
か
ら
も
注

目
を
浴
び
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
市

を
挙
げ
て
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
と
会
場

に
響
き
渡
る
大
声
援
で
、
選
手
の
皆
さ
ん

を
応
援
。
期
間
中
延
べ
３
万
人
の
来
場
者

を
迎
え
た
こ
と
で
、
本
大
会
の
成
功
に
弾

み
が
つ
い
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
ぎ
ふ
清

流
国
体
の
「
責
任
先
頭
」
の
役
割
は
、
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
関
係
者

そ
し
て
大
会
を
も
て
な
し
の
心
で
支
え
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１０
月
６
日
㈯
か
ら
ま
き
が
ね
公
園
で
、

当
市
２
種
目
目
と
な
る
弓
道
競
技
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

会
と
同
様
に「
山
紫
水
明
の
ま
ち
恵
那
市
」

の
魅
力
を
全
国
に
余
す
こ
と
な
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

本
市
を
訪
れ
る
選
手
や
大
会
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
思
い
出
深
い
大
会
と
な
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

着
実
な
諸
施
策
の
実
現
に
努
力

　

こ
と
し
も
、
市
総
合
計
画
後
期
計
画
と

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き「
人
、

自
然
、
地
域
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
着
実
な
諸
施
策
の
実
現
に

努
め
ま
す
。
公
共
施
設
の
統
合
で
は
、
野

井
保
育
園
を
佐
々
良
木
保
育
園
と
統
合

し
、
新
し
く
「
み
さ
と
保
育
園
」
と
し
て

運
営
し
ま
す
。
ま
た
人
件
費
で
は
、
職
員

定
員
を
適
正
化
す
る
な
ど
、
削
減
に
努
め

ま
す
。

　

市
総
合
計
画
で
の
長
期
財
政
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、「
元
気
な
恵
那

市
」
を
引
き
続
き
情
報
発
信
し
つ
つ
、「
恵

那
市
に
住
み
た
い
」「
恵
那
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
評
価
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
生
か
し

特集　本年度のまちづくり
施政方針

▲１０月６日から国体の弓
道競技が、まきがね公園
で開催。写真は、昨年６
月に同会場で開催された
全日本勤労者の弓道大会

滑昭和３５年に建設された
市役所第２庁舎。耐震の
指標となるＩＳ値は０．３７
と、基準となる０．６を大
きく下回っているため、
整備に取り掛かる

▲市議会定例会で施政方針を述べる可知市長
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自主財源

(34.1％
）

90億3,568万
円依
存
財
源
(65.9％)174 億 4,432

万円

義務的経費(44.3％
)117億

1,682万円

その他経費
(40.1％

)106
億
3,694 万円

投資的経費   （15.6%）41 億 2,624 万円

使用料及び手数料（１.６％）
４億２,１０４万円

諸収入など（３.６％）
９億６,１２６万円

繰越金（１.９％）５億円

市税（２５.７％）
６８億１, ４０７万円

市債（１２.９％）
３４億１,９４０万円

譲与税など（４.７％）
１２億２,８０１万円

地方交付税（３４.２％）
９０億６,０００万円

県支出金（６.８％）
１８億０,４６１万円

国庫支出金（７.３％）
１９億３,２３０万円

民生費（２４.３％）
６４億２,６７０万円

公債費（１５.９％）
４２億０,１００万円

総務費（１５.２％）
４０億１,１６０万円

衛生費（１１.８％）
３１億２,４００万円

土木費（９.５％）
２５億２,７５０万円

教育費（１１.２％）
２９億７,６４０万円

農林水産業費（５.０％）
１３億２,２８０万円

消防費（３.６％）
９億４,７７０万円

商工費（２.２％）
５億８,９６０万円

議会費（１.０％）
２億７,４２０万円

労働費（０.２％）
４,８５０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.５％）
４６億３,３６８万円

扶助費（１０.９％）
２８億８,２１４万円

公債費（１５.９％）
４２億０,１００万円

普通建設費（１５.６％）
４１億２,６２４万円

物件費
（１７.３％）

４５億７,６２２万円

補助費等（８.２％）
２１億８,０４５万円

繰出金（１１.１％）
２９億４,４５０万円

その他（３.５％）
９億３,５７７万円

市
全
体
で
は
約
４
億
１
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
一
般
会
計
で
３
億
１
０
０
０
万

円
（
１
・
２
㌫
）
の
増
額
、
特
別
会
計
で

２
億
６
３
４
７
万
円
（
１
・
９
㌫
）の
増
、

企
業
会
計
で
は
１
億
６
４
３
０
万
円（
２
・

３
㌫
）
の
減
な
ど
、
全
会
計
の
合
計
で
は
、

４
億
９
１
７
万
円
（
０
・
９
㌫
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

市
税
は
前
年
度
比
１
・
７
％
の
減
に

  

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
っ
て
、
個
人
市
民
税
が
前
年

対
比
０
・
３
㌫
の
減
、
評
価
基
準
の
見

直
し
な
ど
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
が

４
・
８
㌫
の
減
に
な
る
な
ど
、
市
税
が

前
年
度
対
比
で
は
１
・
７
㌫
の
減
で
、

１
億
２
１
１
０
万
円
の
減
額
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
対

策
に
よ
り
、
昨
年
と
同
程
度
の
地
方

財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
当

市
の
市
税
収
入
の
減
少
や
公
債
費
の
増

加
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
普
通
交
付
税
に

１
億
６
０
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
合
併
特
例
債

は
、
１９
億
２
２
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

防
災
対
策
関
連
経
費
を
計
上

　

歳
出
で
は
、
防
災
関
連
事
業
と
し
て
小

を
行
い
ま
す
。
定
住
対
策
と
し
て
は
、
定

住
促
進
住
宅
建
設
事
業
、
歴
史
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
岩
村

藩
鉄
砲
鍛か

じ冶
加
納
家
の
整
備
や
大
井
宿
歴

史
的
建
造
物
の
調
査
、
安
全
な
保
育
環
境

を
保
つ
た
め
に
は
、
岩
村
保
育
園
の
大
規

模
改
修
事
業
な
ど
を
新
し
い
事
業
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
は
、
１０

月
６
日
㈯
か
ら
９
日
㈫
ま
で
開
催
さ
れ

る
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技
会
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

南
部
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
を
推
進

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
で
保
険
給
付
費
の
増
加
に
よ

り
、
総
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
上
矢
作
町
の
石

洞
地
区
と
木
の
実
地
区
で
水
道
区
域
の
拡

張
の
た
め
の
設
計
を
行
う
ほ
か
、
岩
村
町

や
山
岡
町
、
明
智
町
の
統
合
簡
易
水
道
建

設
に
向
け
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
奥

戸
、
岩
村
、
明
智
の
３
処
理
区
の
水
処
理

施
設
の
増
設
を
行
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

保
険
給
付
費
の
上
昇
に
よ
る
財
源
不
足
分

を
国
民
健
康
保
険
給
付
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
よ
り
財
源
確
保
し
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
保
険
料
の
改
定
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。

  

企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
会
計
で
、
新

病
院
建
設
の
た
め
の
基
本
計
画
や
実
施
設

計
の
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
施
設
防
災
機
能
確
保
事
業
、
防
災

備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
整
備
事
業
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

事
業
、
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業
、
上
矢
作

振
興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
、
中
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
事
業
な
ど

一般会計歳入一般会計歳出

特集　本年度のまちづくり
本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６４億８,０００万円 １.２％

特 別 会 計 １４４億０,１３９万円 １.９％

国民健康保険事業特別会計 ５６億8,１５０万円 △２.６％

介護保険特別会計 ５０億６,３４０万円 １.１％

簡易水道事業特別会計 １１億１,４９０万円 １６.０％

農業集落排水事業特別会計 ２億９,０７０万円 △０.４％

駐車場事業特別会計 ３,０４０万円 △３.５％

公共下水道事業特別会計 １５億８,８２０万円 １２.５％

遠山財産区特別会計 ５５０万円 △２９.９％

上財産区特別会計 １１９万円 △４５.２％

後期高齢者医療特別会計 ６億２,５６０万円 ５.９％

企 業 会 計 ７０億２,６２０万円 △２.３％

水道事業会計
収益的収支 ８億４,２１０万円 １.３％

資本的収支 ２億３,８８０万円 △５１.６％

病院事業会計
収益的収支 ４０億０,２００万円 △１.３％

資本的収支 ２億４,８２０万円 ６６.４％

介護老人保健

施設事業会計

収益的収支 ５億０,３９０万円 ２.３％

資本的収支 ３,９００万円 △２.３％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ６億７,３２０万円 ０.７％

資本的収支 ３,８５０万円 ４０.５％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億１,９００万円 １.５％

資本的収支 ２,１５０万円 ９.１％

予 算 総 額 ４７９億０,７５９万円 ０.９％

平成２４年度会計別予算額

一般会計２６４億８千万円
前年度より１.２％増
　本年度の市の予算が決まりました。総合計画と行財政改革を着実に前進さ

せ、「人・地域・自然が調和した交流都市」の実現に向け取り組みます。ま

た昨年の東日本大震災や台風災害を教訓に「災害に強いまちづくり」を進め

る予算としました。
□問い合わせ　財務課財政係志２６-２１１１（内線３５２）

歳　入目的別性質別

分担金及び負担金（１.３％）
３億３,９３２万円

▲

緊
急
用
の
弁
を
設
置
す
る
大
井
小
の
受
水
槽
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自
主
財
源
は

３４
％
、依
存
財
源
が

６６
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３４
・
１
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
６５
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
、
市
民
税
で
は
景
気
の
低

迷
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
減
額
、
法
人
市

民
税
に
は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、
前
年
比

２
・
５
㌫
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
評
価
替
え
の
影
響
に
よ

り
前
年
比
４
・
８
㌫
の
減
額
で
、
市
税
全

体
で
は
１
・
７
㌫
の
減
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
普
通
交
付
税
は
、
税
収
の
減
や
公

債
費
の
増
な
ど
か
ら
２
・
０
㌫
の
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

県
支
出
金
は
、
緊
急
雇
用
対
策
補
助
金

や
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
の
終
了
に
よ

り
、
前
年
比
１０
・
９
㌫
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
市
債
（
市
の
借
金
）
は
、

前
年
比
５
億
９
９
７
０
万
円
（
２１
・
３
㌫
）

増
の
３４
億
１
９
４
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
起
債

を
多
く
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の

２４
％                                                            

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

の
全
面
施
行
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
伸
び
が
大
き
な
要
因
と
な
り
増
額
し
て

い
ま
す
。
生
活
保
護
費
や
福
祉
医
療
費
が

増
え
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
債
費
は
、
元
金
償
還
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
長
期
財
政
計
画
で
は
、
平

成
２５
年
度
ま
で
増
加
す
る
傾
向
で
、
そ
の

後
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
５
年
計
画
の
最
終
年
と
な

る
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業
や
上
矢
作

振
興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
な
ど
が
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
衛
生
費
で
は
し
尿
投

入
施
設
建
設
事
業
や
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

の
設
備
更
新
な
ど
で
増
額
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
小
中
学
校
の
防
災
工
事
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事

の
他
、
岩
村
藩
鉄
砲
鍛
冶
加
納
家
や
正
家

廃
寺
跡
の
整
備
な
ど
の
文
化
財
保
護
事
業

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
歳
出
総
額
２
６
４
億
８
０
０
０
万

円
は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

４８
万
３
７
１
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
が
１
億
８
千
万
円
の
減

　

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
定
員

適
正
化
計
画
に
よ
り
１
億
７
８
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や
福
祉
医
療

費
、
生
活
保
護
費
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

１
億
１
８
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
岩
村
町
ま
ち
並
み

整
備
事
業
、
し
尿
投
入
施
設
建
設
事
業
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工

事
の
他
、
大
井
町
の
神
ノ
木
橋
架
け
替
え

事
業
や
東
野
の
市
道
袖そ

で
ば
た畑

笠か
さ

作
づ
く
り

線せ
ん

の
改
良

事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
高
い
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

親
子
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
備

し
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
り
、
育
て
る
た

め
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
地
域
に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
ま
す
。
放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
手

狭
に
な
っ
た
長
島
学
童
保
育
所
を
新
た
に

設
置
す
る
他
、
老
朽
化
し
た
岩
村
保
育
園

の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、
安
全
な
保
育

環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
で
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導

を
進
め
、
受
診
機
会
の
拡
充
と
受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。予
防
接
種
で
は
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

  

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
推
進
で
は
、
医
療
の
安
定

確
保
を
図
る
た
め
、
恵
那
病
院
の
再
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

　

岩
村
町
や
山
岡
町
、
明
智
町
で
行
っ
て

い
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
岩
村
地

区
が
５
カ
年
計
画
の
最
終
年
と
な
り
、
新

た
な
ま
ち
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
中
山
道
大
井
宿
周
辺
に
点

在
す
る
町
家
建
築
の
歴
史
的
建
造
物
の
調

査
を
行
い
、
歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
の
維

持
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
各
地
区
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
県
が
指
定
し
た
土
砂
災
害
等

警
戒
区
域
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

  

移
住
、
定
住
対
策
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
や
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
事

業
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
を
引
き
続

き
行
い
、
新
規
事
業
と
し
て
は
、
飯
地
町

で
定
住
促
進
住
宅
を
３
棟
建
設
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
対
策
で
は
、
完
成
し
た
常

設
型
資
源
ご
み
回
収
施
設
で
、
ご
み
の
資

源
化
、
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
下
水
道
の
３
つ
の
処
理
場
で
水
処

理
設
備
を
増
設
し
、
安
定
し
た
生
活
排
水

の
処
理
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

環
境
を
整
備
し
地
域
で
の
子
育
て
を
支
援

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

大
井
宿
の
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
向
上
に
着
手

※平成２４年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録

の人口、５４,７４３人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）

と
、
民
生
費

が
２４
・
３
㌫

を
占
め
、
続

い
て
公
債
費

が
１５
・
９
㌫

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
費
で

は
、
改
正
さ

れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法

特集　本年度のまちづくり
本年度予算主な事業

納める市税の額 使われる金額

固定資産税

６０,５１８円

民生費

１１７,３９８円

市民税

４９,２３４円

公債費

７６,７４０円

市たばこ税

６,７１０円

総務費

７３,２８１円

都市計画税

４,８６１円

衛生費

５７,０６７円

軽自動車税

２,２７６円

教育費

５４,３７０円

その他
８７５円

その他
１０４,８５９円

合計
１２４,４７４円

合計
４８３,７１５円

葛
５
年
計
画
の
最
終
年
と
な
る
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業

▲大井宿周辺に点在する町家建造物を調査

▼改修する岩村保育園の園舎
こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

岩村町・明智町・山岡町地域まちづくり事業 ６億５,４００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道・明智簡易水道統合事業 ２億８,９００万円

定住促進住宅建設事業 ４,９００万円

防災備蓄倉庫整備事業・土砂災害ハザードマップ整備 ２,０００万円

公共下水道奥戸処理区建設事業 １億７,０００万円

特定環境保全公共下水道明智処理区建設事業 １億６,１００万円

合併浄化槽設置補助事業 ８,７００万円

し尿投入施設建設事業 １億２,５００万円

住宅用太陽光発電システム設置補助事業 ２,９００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

子どものための手当給付事業 １０億４,４００万円

子ども福祉医療費助成事業 ２億３,６００万円

妊産婦健康診査、母子健康指導、乳幼児健診事業 ６,６００万円

放課後児童対策事業、放課後児童クラブ施設整備事業 ４,７００万円

公立保育園の改修・改築事業 ２,８００万円

健康増進健診事業 ３,７００万円

特定健康診査・特定保健指導事業 ５,４００万円

予防接種事業 １億４,２００万円

市立恵那病院再整備事業・病院整備出資事業 ６,４００万円
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昨
年
４
月
に
制
定
し
た
生
涯
学
習
都
市

「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
の
基
本
理
念

を
実
践
す
る
た
め
、
地
域
で
の
市
民
三
学

塾
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
三
学
運
動
を

進
め
ま
す
。
ま
た
中
央
図
書
館
や
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書
購
入
、
各

学
校
を
巡
回
す
る
司
書
を
配
置
し
て
、
図

書
室
の
運
営
や
読
書
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
中
央
図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
本
年
度

中
に
目
標
の
２０
万
冊
に
達
し
ま
す
。

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
で

は
、
施
設
を
よ
り
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

  

市
指
定
の
岩
村
藩
鉄
砲
鍛
冶
加
納
家
の

整
備
や
国
史
跡
正
家
廃
寺
跡
の
保
存
整
備

の
た
め
の
公
有
地
化
事
業
な
ど
文
化
財
の

保
護
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

１０
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
ま
き
が
ね

公
園
で
開
催
さ
れ
る
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓

道
競
技
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
健
全
な
青
少
年
の
育
成
の

た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
育
成
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

  

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に
基
づ
き
、

地
域
自
治
区
の
充
実
と
市
民
公
益
活
動
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
県
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
証
事
務
な
ど
の
権
限
委
譲
を
受
け
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
１３
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ

て
い
る
地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き

地
域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
の
活
動
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進
助
成
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（財）
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
の
資
金
を
活
用
し
て
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
な
ど
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

 　

ま
た
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
性
に
乏

し
い
市
役
所
第
二
庁
舎
は
、
本
年
度
中
に

新
築
に
向
け
て
着
手
し
ま
す
。
上
矢
作
振

興
事
務
所
庁
舎
は
、
上
矢
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
統
合
し
、
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ら

れ
る
自
治
体
経
営
を
目
指
し
て
、
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
市
の
個
性
を

発
揮
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、

「
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
既
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確

立
し
た
「
山
岡
細
寒
天
」、「
恵
那
栗
」
の

販
売
促
進
を
は
じ
め
、
新
し
い
特
産
品
の

開
発
と
普
及
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

  

中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

を
活
用
し
た
恵
那
栗
園
の
整
備
で
は
、
本

年
度
か
ら
県
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
本
格
実
施
と
と
も
に
総
面
積
２０
㌶
の

栗
園
造
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産

物
被
害
対
策
事
業
は
、
本
年
度
も
電
気
牧

柵
の
設
置
補
助
、
捕
獲
檻
の
貸
与
や
狩
猟

者
の
支
援
と
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
残
り
１
区
画

は
、
引
き
続
き
立
地
に
向
け
積
極
的
な
企

業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
市
内
企
業
の
支
援
の
た
め
、
市
内
企

業
の
情
報
発
信
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

若
年
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
図
る

た
め
に
は
、
就
職
情
報
交
換
会
や
面
接
会

な
ど
就
労
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
恵
那
中
心
部
の
ま
ち
並
み
整
備
事
業
で

は
、
国
道
１９
号
と
主
要
地
方
道
恵
那
白
川

線
を
結
ぶ
御
所
の
前
牧
田
線
の
整
備
や
地

域
内
の
生
活
道
路
の
改
修
、
恵
那
高
等
学

校
周
辺
の
通
学
路
の
整
備
な
ど
を
、
本
年

度
完
成
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
老

朽
化
し
た
神
ノ
木
橋
の
架
け
替
え
事
業
を

行
い
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
国
道
２
５
７
号
か

ら
恵
那
総
合
庁
舎
方
面
へ
連
絡
す
る
市
道

袖
畑
笠
作
線
の
改
修
や
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
へ
連
絡
す
る
市
道
平
山
線
の
整
備
、
そ

の
他
の
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

  

ま
た
瑞
浪
恵
那
道
路
の
早
期
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
を
核
と
し
た
、
新
し
い
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
望
す
る
た
め
、
周
辺
地

区
の
調
査
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検
討
な
ど

市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
を
実
践
し
生
涯
学
習
を
推
進

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

地
域
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
応
援

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

生
活
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
道
路
体
系
を
強
化

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

地
域
の
資
源
を
連
携
し
「
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
」
を
開
発

特集　本年度のまちづくり
主な事業

▲グリーンピア跡地（中野方町）に総面積２０㌶の栗園を造成

▼改良する東野地内の市道袖畑笠作線▼子どもたちの読書活動を支援（写真は恵那東中学校の朝読書）

▲上矢作振興事務所が移転する上矢作コミュニティセンター

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

学校教育情報化推進事業 2,２００万円

少人数指導教育推進事業 2,５００万円

小中学校施設防災機能確保事業 １,６００万円

地区コミュニティセンター改修事業・バリアフリー推進事業 ２億４,９００万円

中央図書館読書活動推進事業 ４,３００万円

岩村城下まちなみ保存事業 ４,８００万円

市指定文化財保存整備事業 ８,３００万円

正家廃寺跡保存整備事業 ２,３００万円

ぎふ清流国体推進経費 １億３,０００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地域づくり推進（基金活用）事業 ４,０００万円

地域振興基金活用の積み立て ３億５,７００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ３,０００万円

放送運営事業 １,０００万円

国際交流・多文化共生の推進事業 ２１０万円

国際化に対応できる人づくり・まちづくり事業 ３７０万円

市議会議場音響・議会中継整備事業 ２,９００万円

市役所庁舎新館建設事業 ３,８００万円

上矢作振興事務所庁舎移転事業 ８,５００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ４８０万円

企業誘致対策事業 １億１,１００万円

一般造林間伐事業 １,９００万円

恵那栗栽培の振興 ６,４００万円

道の駅管理運営事業 １,９００万円

農産物鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲対策事業 １,４００万円

公共林道改良事業 ９,３００万円

くしはら温泉周辺整備事業 ３,４００万円

観光 PR事業の充実 ２,６００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地籍調査事業 ６,４００万円

リニアまちづくりの推進 ６１０万円

幹線道路整備事業 ３億４,１００万円

瑞浪恵那道路の事業化に向けた取り組み ４８０万円

都市計画道路整備事業 １億１,８００万円

生活道路整備事業 １億４,２００万円

橋りょう維持修繕事業 ３,５００万円

恵那東地区まち並み整備事業 ３億９,２００万円

交通安全施設等整備事業 ３００万円
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年
間
を
通
じ
て
道
路
の
清
掃
や

維
持
活
動
を
行
う
団
体
へ
、
事
業

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
民
の
手
に
よ
る
道
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
く
だ
さ
い
。

□
助
成
内
容　

作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
な
ど

の
草
刈
、
側
溝
清
掃
を
年
２
回
以

上
で
き
る
こ
と
。
沿
線
の
花
木
植

栽
、
維
持
活
動
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

□
対
象　

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

有
志
団
体
な
ど
地
域
住
民
で
構
成

さ
れ
た
団
体
（
有
志
団
体
は
１０
人

以
上
で
、
会
員
名
簿
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
）

□
対
象
経
費　

保
険
料
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
な
ど
）、
消
耗
品
費
、

燃
料
費
な
ど

□
助
成
額　

市
道
１
０
０
㍍
当
た

り
２
０
０
０
円
が
上
限
。た
だ
し
、

国
道
県
道
は
、
１
０
０
０
円
が
上

限
で
す
。

　

年
間
の
活
動
費
が
上
限
額
以
下

だ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
実
績
額
と

な
り
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
の
た

め
、
作
業
延
長
に
よ
っ
て
は
減
額

も
あ
り
ま
す

□
申
し
込
み
方
法　

建
設
課
か
各

振
興
事
務
所
に
あ
る
指
定
用
紙
に

記
入
し
て
、
建
設
課
へ
提
出
す
る

□
締
め
切
り　

５
月
３１
日
㈭

※
毎
年
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

　
　

建
設
課
（
内
線
２
１
１
）

　

恵
那
特
別
支
援
学
校
で
は
、
本

校
の
児
童
生
徒
へ
の
接
し
方
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
内
容　

▽
５
月
２６
日
松

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

習
会
、
児
童
生
徒
と
遊
ぼ
う　

▽

７
月
２８
日
松
＝
夏
祭
り　

▽
１２
月

１６
日
掌
＝
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト□
と
こ
ろ　

県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

□
定
員　

１５
人
程
度

歯の無料電話相談を開催

　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
南
側
に

整
備
を
進
め
て
い
た
「
ふ
れ
あ
い

エ
コ
プ
ラ
ザ
」
が
完
成
し
、
４
月

２０
日
㈮
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
の
推

進
拠
点
と
し
て
、
ご
み
減
量
と
環

境
問
題
全
般
の
学
習
と
体
験
の
場

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
３
Ｒ
と

は
、環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）、
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
利
用
）
の
三
つ
の
言
葉

を
指
し
ま
す
。

　

県
内
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
使

用
し
た
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て

で
、
総
事
業
費
約
２
億
４
６
０
０

万
円
を
掛
け
て
整
備
。内
部
に
は
、

資
源
を
受
け
入
れ
る
場
所
や
各
種

講
座
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
部
屋

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
に
は
、
新
聞
や
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
の
古
紙
や
古
着
、

飲
料
缶
、
瓶
、
発
泡
ト
レ
ー
な
ど

資
源
と
し
て
再
生
利
用
が
可
能
な

物
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
各
家
庭
で
生
ご
み
の
堆

肥
化
の
普
及
啓
発
活
動
や
、
皆
さ

ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
不

用
品
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
施
設
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
民
エ
コ
会
議
が
運
営
を

し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
利
用

方
法
は
、
本
紙
４
月
１５
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
を
目

指
し
整
備
し
た
、
ふ
れ
あ
い
エ
コ

プ
ラ
ザ
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
が

　
　  

４
月
　
日
に
オ
ー
プ
ン

　

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
が
、
４
月
２０
日
晶
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
機
能
を

備
え
、
常
設
化
し
た
も
の
。
古
紙
や
古
着
な
ど
、
資
源
と
し
て
再
生
利

用
で
き
る
も
の
を
ほ
ぼ
毎
日
、持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

環
境
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

　中津川市民病院では、周辺地域の産科の閉院などの影響を

受け、当病院の医師が受け持つ分
ぶん

娩
べん

件数が限界を超えたため、

「里帰り出産をされる方」の受け入れを制限させていただい

ています。

　医師確保に努めていますが、平成２４年４月から、産婦人

科の常勤医師が１人減少し、２人体制になります。当分の間、

安全で安心な分娩を提供するためにも、「里帰り出産の制限」

に加え、新たに「分娩の受け入れ制限」をさせていただくこ

とになりました。状況によっては、ことし１０月以降の出産

予定日の方の分娩予約を、受け付けできない場合もあります

のでご了承ください。

　患者の安全と、質の高い分娩維持のため、地域の皆さんに

は大変な心配と不便をお掛けしますが、何卒ご理解いただき

ますようお願いいたします。

　　中津川市民病院地域医療連携室志０５７３-６６-１２５１、中

津川市健康福祉部健康医療課志０５７３-６６-１１１１、恵那市医

療管理部病院管理課志４３-１２６５

　
　

恵
那
特
別
支
援
学
校
志
４
３

―
４
８
５
７

　

国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

貴
重
な
経
験
に
よ
り
青
年
が
大
き

く
成
長
す
る
よ
う
、
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
で
は
、
青
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
遊
学
支
援
２
０
１
２
を
行

い
ま
す
。

□
対
象　

１８
―
３０
歳
で
、
県
内
在

住
か
通
勤
、
通
学
者
、
県
出
身
の

方
（
高
校
生
は
除
く
）

□
定
員　

２
人

□
支
援　

１
人
当
た
り
４０
万
円
を

上
限
に
交
付

□
締
め
切
り　

５
月
８
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
、
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議
に
申
し
込

む
　
　
　
　

県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
（
県
環
境
生
活
部
男
女
参
画
青

少
年
課
内
）
志
０
５
８
―
２
６
８

―
０
３
０
２

　県保険医協会では、４月１８日の「４１８

（ヨイハ）」にちなんで、１日限定で歯

の何でも電話相談を開催します。

　歯についての悩みを、県内で開業し

ている保険医協会会員の歯科医師が相

談に応じます。

　「寝たきりの方に、歯科往診をして

ほしい」「治療をしても歯の痛みがと

れずに困っている」「入れ歯が合わな

い」など、日ごろ気になっていること

や、相談できずにいることなど気軽に

相談できます。

　皆さん、ぜひ活用してください。

□とき　４月１５日㈰午前１０時～午後

３時

□電話番号　０５８-２６７-０７１１

　　県保険医協会志０５８-２６７-０７１１

中津川市民病院 産科からのお願い

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

２０

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
遊
学
し

て
国
際
感
覚
を
養
う

特
別
支
援
学
校
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

▲路肩の草刈り作業を行う

申
・
問

問

問

問

□
住
所
　
長
島
町
正
家
１
０
１

５
―
３

□
利
用
時
間
　
午
前
８
時
半
―

午
後
５
時

□
休
館
日
　
月
・
火
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
水
曜
日
）、
年
末

年
始

□
電
話
番
号
　
２
５
―
１
５
１
５ ▲資源を受け入れる場所

◆
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
◆

問

問

み
ん
な
の
み
ち
愛
護
事
業

で
美
化
活
動
を
応
援

案
内
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昨
年
１２
月
に
、
平
出
勇
氏
（
上

矢
作
町
・
八
十
八
歳
）
が
地
方
自

治
功
労
に
よ
る
高
齢
者
叙
勲
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
に
当
た
り
、
平
出
氏
の
こ

れ
ま
で
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
５４
年
４
月
か
ら
昭
和
６２
年

３
月
ま
で
の
二
期
８
年
に
わ
た

り
、
旧
上
矢
作
町
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
変
動

の
大
き
か
っ
た
時
代
に
水
道
施
設

や
医
療
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、

同
町
の
発
展
の
た
め
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

総
務
課
（
内
線
３
１
１
）

　

市
で
は
、
市
内
外
へ
の
情
報
提

供
や
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
た
め
、
４

月
２
日
㈪
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

一
新
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

市
安
心
安
全

メ
ー
ル
と
連
動

し
て
、
緊
急
情

報
を
表
示
さ
せ

た
り
、
情
報
を

速
や
か
に
誘
導

し
た
り
す
る
な

ど
分
か
り
や
す

い
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
構
成
を
目
指

し
ま
し
た
。ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、

市
民
三
学
運
動
の
理
念
で
あ
る
佐

藤
一
斎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
載
。

ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

□
ア
ド
レ
ス　

h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.lg

.jp
/

　
　

企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

紹
介

　

知
新
館
の
創
立
か
ら
明
治
維
新

後
の
廃
校
ま
で
続
け
ら
れ
、
岩
村

城
築
城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復

活
し
た
孔
子
祭
。
孔
子
と
そ
の
学

問
を
顕
彰
し
、
こ
と
し
も
古
式
に

の
っ
と
り
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
記
念
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

【
釈
奠
の
儀
】

□
と
き　

４
月
１４
日
㈯
午
前
１０
時

―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容　

式
典
な
ど

め
切
り
前
で
も
締
め
切
り
ま
す

　
　

上
下
水
道
課
（
内
線
１
６
６
、

１
６
７
）

　　

市
民
三
学
運
動
の
拠
点
で
あ
る

山
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
、
４
月
１
日
に
旧
山
岡
保
健
セ

ン
タ
ー
跡
に
移
転
し
ま
す
。

　

図
書
を
並
べ
る
場
所
を
十
分
に

と
り
、
調
理
室
も
改
修
。
学
び
と

交
流
、
憩
い
の
館
と
し
て
、
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。

　

山
岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

は
、
今
ま
で
通
り
に
利
用
が
で
き

ま
す
。

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）、
山
岡
コ

ミ
セ
ン
志
５
６
―
２
６
１
８

　

　市では、定住促進事業の一環として、移住定住

希望者を対象とした「農業体験事業」を、年間を

通じて企画や運営を行う団体を募集します。

□団体数　１団体

□対象　３人以上の農業経験者で構成する団体

で、定住促進事業として本事業を意欲的に開催し

ていただける団体。

□内容　農業体験事業を年間３～５回実施する

□期間　５月１日㈫～平成２５年２月２８日㈭
□委託金額　３３０,０００円（限度額）

□申し込み方法　①提案申込書②団体の概要書③

事業提案書④事業の概算見積書―を作成の上、持

参か電子メール、郵送してください。

□締め切り　４月２０日㈮
　　　　ふるさと活力推進室（内線３８２）死 kik

aku@city.ena.lg.jp

　

こ
の
事
業
は
、
水
力
発
電
施
設

や
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の
周

辺
地
域
へ
、
公
共
施
設
の
整
備
や

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
次
の
事

業
に
交
付
金
約
３
億
７
千
万
円
を

活
用
し
ま
し
た
。

　

水
力
発
電
施
設
の
交
付
金
で

は
、
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
に
活

用
。
原
子
力
発
電
な
ど
の
施
設
の

交
付
金
で
は
、
消
防
署
や
保
育
園

の
運
営
な
ど
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

【
記
念
講
演
会
】

□
と
き　

４
月
１４
日
㈯
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師　

小
林
春
樹
氏
（
大
東
文

化
大
学
准
教
授
）

□
演
題　

『
論
語
』の
叡え

い

智ち

～「
仁
」

に
つ
い
て
～

□
料
金　

無
料

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
２
）

　

市
で
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
を

助
成
し
ま
す
。

□
内
容　

乗
車
１
回
に
つ
き
基
本

料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。
一

年
間
に
、
４８
回
分
の
利
用
券
を
配

布
し
ま
す
。

□
利
用
期
間　

平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で

□
対
象　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
の
手
帳
の
あ
る
方
②
じ

ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
か
ら
３
級

で
人
工
透
析
の
た
め
定
期
的
な
通

院
を
必
要
と
す
る
方
③
療
育
手
帳

Ａ
判
定
の
手
帳
の
あ
る
方
④
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
手

帳
の
あ
る
方

※
②
の
方
を
除
き
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

□
持
ち
物　

印
鑑
、
該
当
の
手
帳

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
５
）、

南
部
５
振
興
事
務
所

　

５０
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
工
事
を
行
う
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方
が
対
象
で

す
。

　

た
だ
し
販
売
を
目
的
と
す
る
住

宅
や
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

済
み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
市

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方
な
ど

は
補
助
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
額　

専
用
住
宅
で
の
設

置
で
補
助
の
上
限
は
、
次
の
通
り

で
す
。

▽
５
人
槽
＝
５８
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
６６
万
４
０
０
０
円

▽
１０
人
槽
＝
７９
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り　

１１
月
３０
日
㈮

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

予
算
額
に
達
し
た
と
き
は
、
締

　昨年の６月１日から、全ての家庭で住宅用

火災警報器の設置が義務化となり、市内では、

約７割の家庭で設置されました。

　まだ設置が済んでない家庭は、火災を早期

に発見し大切な財産を守るため、早期に設置

しましょう。

　　恵那消防署志２６-０１１９

事業名 総事業費 交付金額

消防署運営事業 １億９,４１９万円 １億７，５００万円

保育園運営事業 １億１，２９３万円 １億０,５８０万円

岩村診療所運営事業 ３，８０８万円 ２，０００万円

給食センター運営事業 ２，８３１万円 ２，４１３万円

ごみ処理施設運営事業 ６，１０９万円 ４，１３７万円

合　計 ４億３，４６０万円 ３億６，６３０万円

平成２３年度に実施した事業の一覧

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
配
布

孔
子
祭
を
開
催

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
一
新

平
成

２３
年
度
高
齢
者
叙
勲

を
受
章

問問

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
を
五
つ
の
事
業
に
活
用

春季時別企画展
名所江戸百景展

　4/５昭～６/１０㈰

　放生されるための亀が大き

く描かれています。「亀は万年」

という言葉と、深川萬年橋の

名をかけたものとみられます。

４月１日掌、５月６日掌は、市民の

日（市民に限り観覧料が無料で

す。当日、受付係に「恵那市民

です」とお伝えください）

問

歌川広重
「深川萬年橋」

大判錦絵　吉村コレクション

「恵那の農業体験」を企画する団体を募集

案
内

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金

山
岡
コ
ミ
セ
ン
が
移
転

申・問

問

旭日単光章
平出勇氏

付けてますか火災報知器

▲祭文を読み上げて孔子を敬う

▲整備された山岡コミセン内の図書室

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

問

問

問

問

問

▲新ウェブサイトのイメージ
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パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
５
月
期
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

５
月
６
日
㈰
、
１５
日

㈫
、
２２
日
㈫
、
２９
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

と
７

セ
ブ
ン

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
】

□
と
き　

５
月
１０
日
―
３１
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容　

ワ
ー
ド
２
０
０
２
を

使
い
、
図
形
や
表
、
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
な
ど
の
挿
入
方
法
を
学
び

な
が
ら
チ
ラ
シ
を
作
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

ワ
ー
ド
２
０
０
２
以
外
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
対
応
し
ま
す

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
期
間　

４
月
１２
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

４
月
２８
日
㈯
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
４
月
２９
日

㈰
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

本
年
度
の
こ
ぎ
つ
ね
く
ん

わ
ー
る
ど
の
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

こ
ぎ
つ
ね
く
ん
わ
ー
る
ど
は

「
わ
が
町
恵
那
で
、
子
ど
も
を

産
ん
で
育
て
た
い
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
い
た

だ
け
る
方
の
会
員
登
録
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
会
員
登
録
す

る
と
、
つ
ど
い
の
広
場
「
こ
ぎ

つ
ね
の
森
」
の
利
用
料
が
不
要

に
な
る
な
ど
、
特
典
が
あ
り
ま

す
。

□
対
象　

ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。　

□
料
金　

１
０
０
０
円
／
年

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ぎ
つ

ね
く
ん
わ
ー
る
ど
志
３
２
―
１

１
２
１
（
月
・
水
・
金
曜
日
午

前
９
時
半
―
午
後
３
時
半
）

　

第
４
回
の
れ
ん
ア
ー
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
井
町
と
長
島
町

が
合
同
で
行
い
ま
す
。
震
災
復

興
の
れ
ん
が
気
仙
沼
か
ら
届

き
、
復
興
応
援
の
れ
ん
を
気
仙

沼
に
送
り
ま
す
。
富
山
県
南な

ん

砺と

市
か
ら
届
い
た
花
嫁
の
れ
ん
を

行あ
ん

在ざ
い

所し
ょ

に
展
示
し
ま
す
。

□
期
間　

４
月
２２
日
㈰
―
５
月

１３
日
㈰

□
と
こ
ろ　

中
山
道
大
井
宿

（
長
島
町
中
野
長
島
橋
か
ら
大

井
町
本
陣
ま
で
）

□
投
票
締
め
切
り　

５
月
３
日

㈭
午
後
４
時

□
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▽
と
き
＝
４
月
２２
日
㈰
午
前
１０

時　

▽
と
こ
ろ
＝
行
在
所
前
広

場（
雨
天
の
場
合
は
行
在
所
内
）

□
「
の
れ
ん
の
似
合
う
ま
ち
」

ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
募
集　

▽
期

間
＝
４
月
２５
日
㈬
―
５
月
１５
日

㈫　

▽
受
け
付
け
＝
大
井
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
中
コ
ミ
セ

ン
内
）

□
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
お
も
て
な

し
の
日　

▽
と
き
＝
４
月
２９
日

㈰
（
午
前
９
時
半
―
１１
時
受
け

付
け
）　

▽
と
こ
ろ
＝
恵
那
文

化
セ
ン
タ
ー
集
合　

▽
料
金
＝

５
０
０
円
（
特
典
い
っ
ぱ
い
の

「
よ
う
こ
そ
袋
」
付
き
）

□
表
彰
式
・
講
演　

▽
と
き
＝

５
月
２０
日
㈰
午
前
１０
時　

▽
と

こ
ろ
＝
行
在
所

　
　

中
山
道
大
井
宿
の
れ
ん

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員

会
（
小
椋
日
南
恵
）
志
２
５
―

４
１
２
８

　

以
前
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
市
議

会
の
テ
レ
ビ
中
継
を
見
せ
て
い
た
だ

き
感
激
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
動
き
が
分
か
り
、
市
の

方
向
性
も
見
え
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
議
員
の
熱
意
も
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
選
挙
の
際
に
、
議
員
の
仕
事

ぶ
り
や
人
柄
を
判
断
す
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

「
市
議
会
の
答
弁
の
全
部
が
放
映

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
聞

き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
。
残
念

で
す
。
市
議
会
の
放
映
時
間
の
延
長

を
お
願
い
ま
す
。（

匿
名
・
岩
村
町
）

　

 

今
ま
で
は
、
直
接
議
場

へ
来
て
い
た
だ
い
て
、
議
会

を
傍
聴
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
と
と
し
か
ら
、
傍
聴

に
来
る
こ
と
が
困
難
な
方
や
、
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
え
な
っ
コ

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

番
組
」
で
、
本
会
議
初
日
と
一
般
質

問
２
日
目
の
午
前
中
を
録
画
放
映
し

て
い
ま
す
。

   

議
場
に
撮
影
設
備
が
な
い
た
め
、

㈱
ア
ミ
ッ
ク
ス
・
コ
ム
が
撮
影
し
て

い
ま
す
。
一
般
質
問
も
全
て
放
映
で

き
る
と
良
い
で
す
が
、
現
状
で
は
難

し
い
で
す
。

　

お
と
と
し
、
議
会
の
広
報
を
進
め

る
た
め
に「
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
」

を
設
置
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

議
会
放
映
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

場
に
撮
影
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　

９
月
議
会
か
ら
は
、
市
長
提
案
説

明
と
全
員
の
一
般
質
問
を
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録

画
放
映
す
る
予
定
で
す
。

（
議
会
事
務
局
）

　

１２
月
ま
で
、
月
に
１
回
「
Ｎね

Ｅ
Ｎの

Ｏ
Ｗう

ぇ

Ａ
Ｙい

Ｗう

Ａお

Ｌー

Ｋく

」
を

開
催
し
ま
す
。 

　

歩
く
楽
し
み
を
通
じ
て
、
健

康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
各
コ
ー
ス
５
㌔
か

ら
１２
㌔
歩
き
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１
日
㈫
、
６
月

７
日
㈭
、
７
月
５
日
㈭
、
８
月

２
日
㈭
、
９
月
６
日
㈭
、
１０
月

４
日
㈭
、
１１
月
１
日
㈭
、
１２
月

６
日
㈭

□
時
間　

午
前
９
時
半
集
合

（
小
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ　

根
の
上
高
原
芝
生

広
場
（
ル
ー
ト
は
毎
回
変
わ
り

ま
す
）

□
料
金　

▽
初
回
＝
１
０
０
０

円　

▽
２
回
目
以
降
＝
５
０
０

円□
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す　

　
　

ゆ
ー
す
・
れ
く
サ
ー
ク
ル

（
赤
尾
袈
夫
）
志
０
５
７
３
―

６
５
―
３
５
３
４

　

４
月
か
ら
１２
月
の
毎
月
第
３

木
曜
日
に
明
知
鉄
道
沿
線
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
８
か
ら
１２
㌔
歩
き

ま
す
。
当
日
の
気
象
や
参
加
者

に
よ
り
コ
ー
ス
や
ル
ー
ト
は
さ

ま
ざ
ま
な
演
出
を
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
１９
日

㈭
岩
村
駅
―
明
智
駅
（
東
海
自

然
歩
道
）、
５
月
１７
日
㈭
飯
沼

駅
―
東
野
駅
（
阿
木
川
ダ
ム
）、

６
月
２１
日
㈭
阿
木
駅
―
飯
羽
間

駅
（
長
楽
寺
）、
７
月
１９
日
㈭

野
志
駅
―
山
岡
駅
（
イ
ワ
ク
ラ

の
森
）、
８
月
１６
日
㈭
山
岡
駅

―
明
智
駅
（
大
正
村
）、
９
月

２０
日
㈭
飯
沼
駅
―
極
楽
駅
（
阿

木
川
ダ
ム
）、  

１０
月
１８
日
㈭
飯

沼
駅
―
Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
（
竜

り
ゅ
う

泉せ

ん

寺じ

峠
）、
１１
月
１５
日
㈭
極
楽
駅

―
花
白
温
泉
駅
（
木
の
実
峠
）、

１２
月
２０
日
㈭
東
野
駅
―
恵
那
駅

（
中
山
道
）

※
集
合
時
刻
は
、
明
知
鉄
道
恵

那
駅
午
前
９
時
２７
分
発
に
乗
車

し
た
列
車
が
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ス
タ
ー
ト
駅
へ
到
着
す
る
時
刻

□
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具

※
交
通
費
や
訪
問
施
設
の
入
館

料
な
ど
が
必
要
で
す

　
　

ゆ
ー
す
・
れ
く
サ
ー
ク
ル

（
赤
尾
袈
夫
）
志
０
５
７
３
―

６
５
―
３
５
３
４

　

野
球
に
興
味
の
あ
る
子
や
野

球
が
大
好
き
な
子
、
野
球
を

や
っ
て
み
た
い
子
は
「
野や

球
き
ゅ
う

子こ

ヤ
ン
キ
ー
ズ
」
で
一
緒
に
野
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

□
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
１

―
６
年
生
の
男
女

□
練
習
日　

土
日
、
祝
日
の
午

前
９
時

□
と
こ
ろ　

永
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
長
島
町
）（
雨
天
は
体
育
館
で

行
い
ま
す
）

※
見
学
も
可
能
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ

い
　
　
　
　

越
智
洋
一
志
０
９
０

―
６
０
９
７
―
１
９
４
６

□
と
き　

４
月
２４
日
㈫
午
前
１１

時□
と
こ
ろ　

露
木
淳
子
宅
（
大

井
町
）

□
内
容　

花
見

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲時には道なき道を歩く

▲家の軒先にのれんを展示

▲市長の施政方針演説

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲準備運動終了後全員で素振り

▲「こぎつねの森」の運動会

明
知
鉄
道
沿
線
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
２
０
１
２

申
・
問

こ
ぎ
つ
ね
く
ん
わ
ー
る
ど

の
会
員
を
募
集

根
の
上
高
原
を
歩
こ
う

（N
E

N
O

W
A

Y
 W

A
L

K

）

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

市
議
会
の
テ
レ
ビ
放
映

を
延
長
し
て
ほ
し
い

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

野
球
子
ヤ
ン
キ
ー
ズ
の

会
員
を
募
集

第
４
回
の
れ
ん
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

問

問

問 申
・
問

申
・
問

問
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　市伝統芸能大会が２月２６日、恵那文化センターで開

催。文楽や歌舞伎、囃
はや

子
し

、舞など市内の保存会などの８

団体が出演しました。大井文楽保存会の上演では、授業

で大井文楽を学んだ大井小６年生が上演しました。

　３月１日、山岡保育園でひな祭りの行事が行われ、園

児９５人が「からすみ作り」をしました。園児は、から

すみを両手で丸め、お気に入りの形に。ウサギや星、キ

ノコなど、さまざまな形のからすみが出来上がりました。

　大井幼稚園で２月２４日、園児６０人が保護者の前で劇

を披露する「劇遊び参観」が行われました。園児たちは、

劇遊びを通して、みんなで気持ちをそろえて、一つのこ

とをつくり上げるということを学びました。

　東野小学校２年生１３人が２月２７日、蛍の幼虫とその

餌になるカワニナを定
じょう

蓮
れん

寺
じ

川に放流しました。子どもた

ちは、蛍の幼虫を恐る恐る手に乗せ、「不気味」などと

大声で叫びながら川に放流しました。

　

３
月
１８
日
、
小
雨
の
降
る
中
、
明
智
町
で
第
２８
回
日
本

大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

１
４
３
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
遠
方
で
は
、
北
は
青
森

県
、
西
は
広
島
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス

は
１０
マ
イ
ル
（
約
１６
㌔
）、
６
マ
イ
ル
（
約
１０
㌔
）、
２
マ

イ
ル
（
約
３
㌔
）
の
３
コ
ー
ス
。
ラ
ン
ナ
ー
は
、
大
正
村

の
町
並
み
を
通
過
し
、
自
然
豊
か
で
起
伏
の
激
し
い
山
道

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
こ
の
他
、
仮
装
ラ
ン
ナ
ー
も
出
場

し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

みんなの気持ちをそろえて劇を披露

蛍の幼虫を手に乗せて「不気味～」

子どもたちも出演した市伝統芸能大会

お気に入りの形にからすみ作り 大
正
村
の
町
並
み
を
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
た

三郷町

熊崎 流
る

聖
い

くん

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！
流
聖
の
笑
顔

は
わ
が
家
の
最
高
の
光
★

由
貴
さ
ん
・
映
美
さ
ん

　５月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、４月１６日㈪までに申し込
んでください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

４月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

仲矢 朱
あか

里
り

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
。
父
も

母
も
お
兄
ち
ゃ
ん
も
朱
里

が
大
好
き
で
す
。

勝
彦
さ
ん
・
未
奈
子
さ
ん

長島町

中山 桜
おう

我
が

くん

桜
我
、
お
め
で
と
う
♡
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
か
わ

い
い
笑
顔
を
見
せ
て
ね
錘

正
和
さ
ん
・
浩
世
さ
ん

長島町

都築 陽
ひ

菜
な

香
か

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

ひ
な
か
は
宝
物
、
大
好
き
。

一
徳
さ
ん
・
綾
さ
ん　

大井町

横井 晃
ひかる

くん

元
気
で
た
く
ま
し
く
大
き

く
育
っ
て
ね
。

聡
さ
ん
・
伸
予
さ
ん　

大井町

千藤 碧
あお

音
ね

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
を
い
っ

ぱ
い
笑
顔
に
し
て
ね
！

基
恭
さ
ん
・
恵
理
子
さ
ん

明智町

小西 華
か

枝
え

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
錘
お
姉

ち
ゃ
ん
と
華
枝
が
わ
が
家

の
宝
物
で
す
。

竜
生
さ
ん
・
亜
由
美
さ
ん

長島町

波部 純
じゅん

也
や

くん

祝
一
歳
。
ボ
ケ
て
ツ
ッ
コ

ん
で
楽
し
い
家
庭
を
築
こ

う
な
錘健

輔
さ
ん　
　
　
　
　

長島町

後藤 瑞
みず

葵
き

くん

瑞
葵
一
歳
お
め
で
と
う
！

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元

気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
。

裕
史
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん　

大井町

鷹見 華
か

那
な

ちゃん

華
那
ち
ゃ
ん
は
私
た
ち
家

族
の
大
事
な
大
事
な
宝
物

だ
よ
♡俊

典
さ
ん
・
芳
江
さ
ん

長島町

内藤 魁
かい

琉
る

くん

い
つ
も
す
て
き
な
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。
健
康
に
す

く
す
く
育
っ
て
ね
。

貴
文
さ
ん
・
淳
子
さ
ん

大井町

小島 恭
きょう

太
た

くん

一
歳
お
め
で
と
う
。
い
つ

も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り
が

と
う
♡信

一
さ
ん
・
希
和
さ
ん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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三
郷
町
野
井　

今い
ま

野の 

大だ

い

喜き 

君　

１５
歳

　

毎
朝
５
㌔
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
、
毎

晩
９
時
ま
で
練
習
に
励
む
今
野
大
喜
君
。

　

２
月
に
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
県
の
新

聞
社
・
放
送
局
で
構
成
す
る
中
部
運
動
記

者
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
分
科
会
は
、
今
野
君
を

２
０
１
１
年
度
優
秀
選
手
に
表
彰
し
た
。

昨
年
の
中
部
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
（
男
子
１２

―
１４
歳
の
部
）
で
優
勝
す
る
な
ど
、
一
年

を
通
し
て
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
た
。

　

ゴ
ル
フ
を
始
め
た
切
っ
掛
け
は
祖
父
に

練
習
場
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
。
小
学
生
の
と
き
は
、
野
球
に
熱
中
。

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ

て
い
た
。
ゴ
ル
フ
は
中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
始
め
た
。
野
球
よ
り
楽
し
か
っ
た
。
祖

父
か
ら
基
礎
を
教
わ
り
、
下
手
な
り
に
も

３
年
間
が
む
し
ゃ
ら
に
練
習
し
た
。「
気

付
い
た
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
０ぜ

ろ

に

な
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
る
。

　

得
意
な
シ
ョ
ッ
ト
は
ド
ラ
イ
バ
ー
。
今

の
飛
距
離
は
２
８
０
ヤ
ー
ド
ほ
ど
。「
打

球
が
曲
が
っ
て
も
ク
ラ
ブ
を
振
り
切
る
。

プ
レ
ー
に
満
足
せ
ず
、
自
分
が
う
ま
い
と

思
わ
な
い
」
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
ゴ
ル

フ
に
費
や
す
時
間
が
多
い
が
「
ゴ
ル
フ
だ

け
で
な
く
、
中
学
生
と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
は
き
ち
ん
と
や
り
抜
く
」
と
有
言
実
行

し
て
き
た
。

　

「
ゴ
ル
フ
で
は
、
大
人
や
年
下
の
選
手
、

年
配
の
方
と
接
し
、プ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
で
楽
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。「
練
習
し
た
分
だ
け
成

果
が
結
果
に
現
れ
る
。
ゴ
ル
フ
は
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
」
と
魅
力
を
話
す
。

　

「
高
校
３
年
生
で
プ
ロ
テ
ス
ト
を
受
け
、

海
外
を
主
戦
場
に
し
て
活
躍
で
き
る
選
手

に
な
り
た
い
。
叔
父
（
今
野
康
晴
プ
ロ
・

長
島
町
出
身
）
の
勝
利
数
を
超
え
た
い
」

と
将
来
の
目
標
を
語
る
。

　

九
州
の
高
校
へ
進
学
を
決
め
る
と
き

「
大
変
だ
が
、
一
人
で
頑
張
っ
て
き
な
さ

い
」
と
家
族
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
。

「
自
分
で
考
え
、
自
分
の
意
思
で
行
動
で

き
る
よ
う
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
」と
、

家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
春
か
ら
は
、
福
岡
県
の
柳
川
高
校

で
競
技
を
続
け
、
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

の
優
勝
を
目
指
す
。

中
部
運
動
記
者
ク
ラ
ブ
が
表
彰

ゴ
ル
フ
に
魅
了
さ
れ
て

　岩邑中学校で３月１５日、卒業生の話を聞く会が行わ

れました。体験を語ったのは、進路に向けて努力した卒

業生６人。在校生は、先輩の話を聞き、進路の決定と受

験に備えて、気持ちを新たにしていました。

　３月９日から１１日、恵那文化センターと中コミセン

で恵那文化まつりが開催されました。ステージでは、合

唱やダンス、演奏、民踊など３６団体が、練習の成果を

披露。会場からは盛んに拍手が送られていました。

　女城主の里の岩村町で「ゆかしき里うつくし春」をテー

マに、いわむら城下町のひなまつりが始まりました。３

月３日には、女城主と武田軍の出会いの再現が日本甲
かっちゅう

冑

武者隊らによって行われ、会場を沸かせました。

　３月２２日、武並保育園の５歳児１９人が馥
ふくいく

郁農園（武

並町）でイチゴ狩りを体験しました。園児たちは、ビニー

ルハウスの中の真っ赤なたくさんのイチゴに大興奮。「こ

れおいしそう」と手で取って口に頬張っていました。

　明智かえでホールで３月１１日、市少年消防隊修了式

が行われました。活動を終えた隊員には、修了証が渡さ

れました。修了した岩邑小学校６年山本翔太隊長は、消

防団長にさまざまな体験への感謝の言葉を述べました。

　２月に東京ドームで開催された「世界らん展日本大賞

２０１２」のディスプレー審査オープンクラスで、恵那農

業高校が最優秀賞を受賞。作品は、大きな古木を用いて

木曽路（恵那）の壮大な自然を表現した大きなものでした。

恵那農高が世界らん展日本大賞で最優秀賞 女城主と武田軍の出会いを再現

活動を終えた少年消防隊に修了証 一堂に成果を発表した文化まつり

園児が真っ赤なイチゴに大興奮 先輩の話で受験への気持ちを新たに

９０

※コミセン＝コミュニティセンターの略 



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　岩村町にある経塚。１６３２（寛永 9）年、岩村藩主松平

乗
のりなが

寿が岩村城の鎮
ちん

護
ご

と領民の繁栄を祈願して建立。浄土

三部経を千部、地中深くに埋蔵し、その上に石室を設け、

１，０００体の阿
あ み だ

弥陀像を安置したという。約１１０年を経て

岩村藩主松平乗
のりかた

賢らにより、１７４１（寛保元）年に修復再

営。石室を改修し、仏像も新しく作って埋蔵した。仏像

は中尊１体と小像が１，０００体。全仏

像とも金
きんだみ

彩（金箔
ぱく

）が施してある。７

年ごとの春にご開帳され、２週間に

わたり千体仏を拝観することができ

る。岩村城下町の周囲には、このほ

かにも町を守るようにいくつかの経

塚が取り巻いている。

　７年に１度の石
いしむろ

室千体仏のご開帳

は、ことし４月２２日㈰から５月６

日㈰まで行われる。

６９

７０

▲飯地町の自生地に咲くシデコブシ

▲１，０００体の阿弥陀像が安置される石室

シデコブシ、ハナノキ、ヒトツバタゴの３

種は、そろって東海地域の限られた地域を

中心に自生する氷河時代の遺存植物で、絶

滅危惧種。このため、東海丘陵要素、また

は周伊勢湾要素の植物群として、近年研究

の対象となっている。

シデコブシ 氷河時代から残る絶滅危惧種

石室千体仏 ７年に一度のご開帳
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．４円（税込み）です。

往時は、２０数人の僧衆によって荘厳な儀式

が１カ月間続けられたという。城主の妻楓
かえで

姫に、恋心を抱いてしまった家老の松平左
さ

門
もん

が大蛇に飲み込まれてしまい、心労から

病の床に就く楓姫の回復祈願と左門の弔い

に建立したともいわれている。

　シデコブシは、愛知県、岐阜県、三重県の一部に分布

するモクレン科の落葉小高木。湿地周辺を好んで生育す

るため、丘陵地で湿地が多い東濃地域には、シデコブシ

の自生地が多くある。日本固有種であり、生きた化石と

も呼ばれるほど貴重なもの。シデコブシの名前は、その

花の形が神事の四
し で

手に似ていることに由来する。市内に

は、市の天然記念物に飯地町大
おお

根
ね

シデコブシ自生地と岩

村町飯羽間のシ

デコブシ自生地

が指定されてい

る。特に飯地町

の自生地は、分

布域の中で最も

標高が高いとこ

ろに位置してい

る。

次号は４月１５日号
　発行日は４月１３日㈮です

▲春には薄いピンク色の花を付ける

▲石室の中の金色に輝く仏像




